
　
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
で「
糟
屋
郡
須
恵
村
」

の
検
索
を
続
け
ま
す
。

　
今
回
も
ま
た
思
わ
ぬ
人
物
に
出

会
い
ま
し
た
。
島
田
繁
大
佐
。
日

露
戦
争
の
戦
死
者
の
一
人
で
す
が
、

「
須
恵
町
戦
没
者
名
簿
」に
も
記
載

が
な
く
、
１
９
８
３
年
の『
須
恵
町

誌
』編
さ
ん
時
点
で
は
知
ら
れ
て

い
な
い
人
物
で
し
た
。

　
最
初
に
大
植
四
郎
編『
国
民

過
去
帳
　
明
治
之
巻
』（
尚
古
房
、

１
９
３
５
年
）の
島
田
繁
の
項
を

引
用
し
ま
す
。
西
暦
は
石
瀧
が
加

え
ま
し
た
。

島
田
繁
　
陸
軍
歩
兵
大
佐
、
正

五
位
勲
三
等
功
三
級
　
福
岡
県

糟
屋
郡
須
恵
村
大
字
佐
谷
四
×

×
、
士
族
に
し
て
、
明
治
十
二
年

（
１
８
７
９
年
）石
塚
烈
三
郎
、
喜

多
村
辰
次
等
と
少
尉
に
任
じ
、
鹿

児
島
営
所
、
歩
兵
第
十
四
連
隊
第

二
大
隊
小
隊
長
と
為
り
、
十
四
年

（
１
８
８
１
年
）中
尉
に
昇
り
従
七

位
に
、
廿
年（
１
８
８
７
年
）頃
大

尉
に
任
じ
、
歩
兵
第
十
七
連
隊
第

三
大
隊
中
隊
長
に
補
し
従
六
位
勲

五
等
に
至
る
。
廿
八
年（
１
８
９
５

年
、日
清
戦
争
）八
月
廿
六
日
少
佐

に
昇
り
、
同
連
隊
第
二
大
隊
長
仰

付
け
ら
れ
、
功
四
級
勲
四
等
に
叙

し
、
三
十
四
年（
１
９
０
１
年
）頃

第
三
師
団
副
官
た
り
。
三
十
六
年

（
１
９
０
３
年
）七
月
十
一
日
歩
兵

第
廿
九
連
隊
長
に
補
し
、
三
十
七

年（
１
９
０
４
年
、
日
露
戦
争
）

従
軍
、
悪
戦
居
士
の
異
名
あ
り
。

三
十
八
年（
１
９
０
５
年
）三
月
二

日
高
臺
嶺
附
近
に
戦
死
す
。
正
五

位（
特
）勲
三
等
功
三
級
に
叙
し
、

旭
日
中
綬
章
を
賜
ひ
、
六
月
三
日

仙
台
市
に
於
て
、葬
送
に
付
、勅
使

と
し
て
宮
城
県
知
事
田
辺
輝
実
を

差
遣
、白
絹
二
匹
を
下
賜
せ
ら
る
。

（
番
地
は
一
部
を
×
に
置
き
換
え

た
。
以
下
同
。
八
七
三
ペ
ー
ジ
）

　
あ
い
ま
い
な
情
報
も
含
ま
れ
て

い
ま
す
が
、
ま
ず
目
に
付
く
の
は

島
田
繁
は「
須
恵
村
大
字
佐
谷
」の

士
族
の
出
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
。

士
族
と
は
江
戸
時
代
の
武
士
身
分

の
こ
と
で
す
が
、
残
念
な
が
ら
佐

谷
に
島
田
と
い
う
士
族
が
な
ぜ
住

ん
で
い
た
の
か
、
詳
し
い
事
情
が

分
か
り
ま
せ
ん
。
幕
末
か
ら
廃

藩
置
県（
１
８
７
１
年
）に
か
け
て
、

福
岡
の
城
下
町
に
住
ん
で
い
た
武

士
た
ち
が
糟
屋
郡
や
早
良
郡
に
移

住
す
る
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
の
で
、
そ
の
一
人
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
正
確
に
は
分
か
り
ま
せ

ん
。

　
歩
兵
第
二
十
九
連
隊
長
と
し
て

日
露
戦
争
で
戦
死
し
、
そ
の
葬
儀

に
は
明
治
天
皇
が
勅
使
を
差
遣
し
、

白
絹
二
匹
を
下
賜
し
ま
し
た
。
昭

和
期
に
は
天
皇
が
勅
使（
天
皇
の

お
使
い
）を
遣
わ
し
て
弔
問
す
る

の
は
少
将
以
上
に
限
ら
れ
ま
す
が
、

島
田
繁
は
大
佐
と
し
て
そ
の
栄
誉

を
受
け
ま
し
た
。
白
絹
二
匹
と
い

う
の
は
布
地
の
こ
と
で
す
が
、
霊

前
に
供
え
ら
れ
ま
し
た
。
天
皇
か

ら
い
た
だ
い
た
と
い
う
と
こ
ろ
に

価
値
が
あ
り
ま
す
。

　
戦
死
の
翌
日（
１
９
０
５
年
３

月
３
日
）の
官
報
に
名
前
が
出
て

き
ま
す
。
以
降
の
官
報
も
含
め
、

以
下
に
ま
と
め
て
み
ま
す
。（
　
）

内
は
官
報
の
号
数
と
発
行
日
で
す
。

島
田
繁
は
大
佐
に
昇
任
し
た
翌
日

に
戦
死
し
て
し
ま
っ
た
わ
け
で
す

が
、
こ
の
辞
令
が
本
人
に
届
く
前

に
亡
く
な
っ
た
可
能
性
も
あ
り
ま

す
。
連
隊
長
は
大
佐
が
就
き
ま
す

が
、
当
時
は
戦
死
者
が
相
次
ぐ
な

ど
の
事
情
で
中
佐
が
連
隊
長
に

任
命
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

第
二
十
九
連
隊
は
仙
台
市
に
置
か

れ
て
い
ま
し
た
。

・ ３
月
１
日
　
陸
軍
歩
兵
中
佐
従

五
位
勲
四
等
功
四
級
島
田
繁
は

陸
軍
歩
兵
大
佐
に
任
ぜ
ら
れ
る
。

（
６
４
９
９
号
、３
月
３
日
）

・ ３
月
２
日
　（
戦
死
）陸
軍
歩
兵

大
佐
従
五
位
勲
四
等
功
四
級
島

田
繁
は
功
三
級
に
叙
し
、金
鵄
勳

章
を
授
け
ら
れ
る
。
ま
た
、勲
三

等
に
叙
し
旭
日
中
綬
章
を
授
け

ら
れ
る
。（
６
５
０
３
号
、
３
月
８

日
）

・ ７
月
12
日
　（
遺
族
）宮
城
県
仙

台
市
の
島
田
ヒ
サ
ヲ
が
、
故
陸

軍
歩
兵
大
佐
島
田
繁
の
明
治

三
十
七
八
年
戦
役（
日
露
戦
争
）

の
功
に
よ
り
、金
４
千
円
を
支
給

さ
れ
る
。（
６
６
１
５
号
、
７
月
19

日
）

　
島
田
繁
葬
儀
へ
の
勅
使
差
遣
は

官
報
に
記
事
が
あ
り
ま
す
。
お
そ

ら
く
連
隊
葬
と
し
て
葬
儀
が
行
わ

れ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
金
鵄

勲
章
は
戦
死
者
へ
授
け
ら
れ
る
勲

章
、
旭
日
中
綬
章
は
勲
三
等
と
い

う
功
績
に
対
す
る
勲
章
で
す
。
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○
勅
使
差
遣
　
一
昨
三
日
、
仙
台

市
ニ
於
テ
、
故
陸
軍
歩
兵
大
佐
従

五
位
勲
三
等
功
三
級
島
田
繁
葬

儀
執
行
ニ
付
キ
、
勅
使
ト
シ
テ
宮

城
県
知
事
田
辺
輝
実
ヲ
差
遣
サ

レ
、
白
絹
二
匹
ヲ
下

く
だ
し

賜た
ま

ヒい

タ
リ
。

（
６
５
７
７
号
、６
月
５
日
）

　
日
露
戦
争
終
結
の
翌
年
の
官
報

に
島
田
繁
の
戦
死
が
記
載
さ
れ
て

い
ま
す
。

陸
軍
軍
人
ノ
死
亡
者
左
ノ
如
シ

（
陸
軍
省
）

三
月
二
日
清
国
盛
京
省
高
臺
嶺
附

近
ニ
於
テ
戦
死

　 

福
岡
県
糟
屋
郡
須
恵
村
大
字
佐

谷
四
百
×
×
番
地

　
士
族

　
　
　
陸
軍
歩
兵
大
佐
　
島
田
繁

（
島
田
繁
の
み
を
抽
出
。
６
８
０
２

号
、１
９
０
６
年
３
月
６
日
）

　
こ
の
情
報
が『
国
民
過
去
帳
』に

反
映
し
た
も
の
の
よ
う
で
す
。
な

お
、
島
田
を
福
岡
市
出
身
と
し
た

本
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
官
報

の
記
載
か
ら
も
島
田
の
本
籍
が
須

恵
村
に
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な

い
と
思
い
ま
す
。

当
市
出
身
の（
日
露
戦
争
の
…
…

石
瀧
）戦
死
将
校
と
し
て
は
軍
神

吉
岡
友
愛
大
佐
を
始
め
、
島
田
繁

大
佐
、
本
田
喜
煕
中
佐
、
廣
瀬
直

士
少
佐
、吉
塚
道
夫
大
尉
、上
村
正

親
中
尉
、
宮
崎
敬
次
郎
中
尉
等
が

あ
り
、
武
烈
照
々
永
く
護
国
の
武

勲
を
輝
か
さ
れ
て
ゐ
る
。（『
福
岡

市
市
制
施
行
五
十
年
史
』福
岡
市
、

１
９
３
９
年
、
３
２
６
～
７
ペ
ー

ジ
）。

　
吉
岡
友
愛
大
佐（
福
岡
市
地
行

出
身
）も
日
露
戦
争
奉
天
会
戦
で

戦
死
し
ま
し
た（
１
９
０
５
年
３

月
７
日
で
、
島
田
大
佐
の
戦
死
の

５
日
後
）。
福
岡
市
の
西
公
園
に
銅

像
が
あ
り
ま
し
た
が
、
戦
争
中
に

供
出
さ
れ
ま
し
た
。
西
公
園
に
は

勤
王
家
加
藤
司
書
、平
野
国
臣
、軍

神
吉
岡
友
愛
大
佐
と
三
つ
の
銅
像

が
あ
り
ま
し
た
が
い
ず
れ
も
な
く

な
り
、
平
野
国
臣
の
銅
像
だ
け
が

戦
後
再
建
さ
れ
ま
し
た
。
西
公
園

の
参
道
、
坂
道
の
途
中
の
左
側
に

入
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。

　
島
田
繁
連
隊
長
の
指
揮
系
統
は

次
の
通
り
で
す
。
黒
木
為
楨
の
第

一
軍（
近
衛
師
団
・
第
二
師
団
・
第

十
二
師
団
か
ら
成
る
）に
属
し
て

い
ま
し
た
。
師
団
の
下
に
旅
団

が
二
つ
、
旅
団
の
下
に
連
隊
が
二

つ
所
属
し
ま
す
。
福
岡
歩
兵
第

二
十
四
連
隊
も
第
一
軍
の
所
属
。

朝
鮮
半
島
に
上
陸
し
、
鴨
緑
江
を

越
え
て
満
洲
へ
と
進
出
し
ま
し
た
。

　
満
洲
軍
総
司
令
官
・
陸
軍
大
将

（
元
帥
）大
山
巌
→
第
一
軍
司
令

官
・
陸
軍
大
将
黒
木
為た

め

楨も
と

→
第
二

師
団
長
・
陸
軍
中
将
西
島
助
義
→

第
三
旅
団
長
・
陸
軍
少
将
松
永
正

敏
→
歩
兵
第
二
十
九
連
隊
長
・
陸

軍
歩
兵
中
佐
島
田
繁（
室
井
兵
衛

編
著『
下
郷
殉
国
史
』１
９
８
２
年

に
よ
る
。
下
郷
は
福
島
県
南
会
津

郡
下
郷
町
。
同
書
に
島
田
繁
の
写

真
が
あ
り
ま
し
た
）

　
陸
軍
少
将
多た

門も
ん

二
郎
著『
弾
雨

を
潜
り
て
』（
１
９
２
７
年
）か
ら

島
田
繁
戦
死
の
部
分
を
引
用
し
ま

す
。
日
露
戦
争
の
動
員
令
が
下
っ

た
の
が
１
９
０
４
年
２
月
４
日
。

多
門
は
仙
台
第
四
連
隊
所
属
の
中

尉
で
陸
軍
大
学
校
の
入
学
試
験
準

備
の
勉
強
中
で
し
た
。
以
下
は
島

田
が
戦
死
し
た
当
日
の
記
事
。
多

門
も
戦
場
に
い
ま
し
た
。

　
明
く
れ
ば
三
月
の
二
日
。
連
隊

は
師
団
命
令
に
よ
っ
て
、
更
に
第

十
八
、
第
十
九
号
堡
塁
に
向
っ
て

攻
撃
を
続
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ

が
、
前
面
の
敵
情
は
勿
論
地
形
も

判
ら
ず
、
一
切
が
大
な
る
謎
で
あ

る
。
斯
く
偵
察
時
間
の
余
裕
も
与

へ
ら
れ
ず
、
只ひ

た

管す
ら

に
攻
撃
前
進
を

急
ぐ
こ
と
は
、
忌
憚
な
く
い
へ
ば

原
則
外
れ
だ
、無
茶
だ
、し
か
し
一

旦
命
令
を
受
け
た
以
上
は
躊
躇
す

べ
き
で
は
な
い
。（
略
）

　
連
隊
の
占
領
し
て
ゐ
た
高
地

と
旅
団
司
令
部
と
の
中
間
地
帯

は
、
敵
の
銃
砲
弾
の
標
的
と
な
っ

て
、
一
兵
で
も
そ
の
間
に
姿
を
現

は
す
が
早
い
か
、
射
弾
の

集
中
を
食く

ら

ひ
、
た
め
に
両

者
の
交
通
は
全
く
杜
絶
し

て
、
連
隊
は
一
時
孤
立
の

境
地
に
陥
っ
た
。
連
隊
は

そ
の
ま
ま
の
姿
勢
で
夜
に

入
り
、
工
事
を
施
し
て
敵

襲
に
備
へ
た
。

　
こ
の
日
歩
兵
第
二
十
九

連
隊
の
向
っ
た
高
台
嶺
東

方
高
地
で
は
、
天
明
と
共

に
盛さ

か
んな

る
銃
砲
戦
が
起
り
、

午
後
に
な
る
と
、
私
た
ち

の
ゐ
る
高
地
か
ら
、
稜
線

の
上
を
側
面
縦
隊
で
運
動

す
る
敵
の
部
隊
や
、
所
々

に
我
が
散
兵
の
姿
も
見
え

た
が
、そ
の
攻
撃
は
成
功
せ
ず
、連

隊
長
島
田（
繁
）大
佐
は
戦
死
せ
ら

れ
た
。（
３
４
０
～
２
ペ
ー
ジ
）

　
日
露
戦
争
は
多
く
の
戦
死
者
を

出
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
将
校
が
戦
死
す
る
割
合
が
高

か
っ
た
こ
と
も
特
徴
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
島
田
大
佐
や
吉
岡
大
佐
の

戦
死
も
そ
れ
に
当
た
り
ま
す
。

島田繁大佐（『下郷殉国史』より） 吉岡友愛大佐銅像（石瀧蔵の絵葉書）
※西公園にあったが現存しない
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